
 
 

ネットワーク型共同利用・共同研究拠点の在り方について（事項案） 

 
○ 我が国の学術研究における共同利用・共同研究の推進の意義 

・ 学術研究の重要性、共同利用・共同研究の効果、共同利用・共同研究拠点制度の意義、研究

者コミュニティにおける役割 
・ 政策的に推進する必要性   等 

 
○ これまで共同利用・共同研究拠点制度が果たしてきた役割 

・ 平成２０年度の制度創設、大臣が拠点を認定する制度の施行、大学の枠を越えた共同利用・

共同研究の実施 
・ 国公私立大学を通じ幅広い関連研究者が利用できる制度 
・ これまで実施されてきた共同利用・共同研究に関する実績   等 

 
○ 共同利用・共同研究拠点制度におけるネットワーク型拠点の重要性 

 ・ 共同利用・共同研究拠点制度におけるネットワーク型拠点 
・ 単独型拠点とネットワーク型拠点の併存 
・ 制度改正による連携ネットワーク型拠点の実施 

 ・ これまでのネットワーク型拠点の認定及び実績   等 
 
○ ネットワーク型拠点の有効性 

 ・ 学術の発展や研究の多様化に応じた柔軟な組織編成、研究の深まりに伴う新たな研究課題の

設定 
 ・ 異分野融合や新たな学問領域の創成等に向けた取組みの促進 
 ・ 単独の研究施設の規模を超えた研究基盤構築、共同利用・共同研究への対応 
 ・ 拠点としての活動や研究者交流の活性化、学生・若手研究者の人材育成機能の強化、構成機

関間における技術職員の連携 
 ・ ネットワーク型拠点の各構成機関における施設・設備の効率的な整備や運用、資源配分 
 ・ 構成機関が複数あることによる外部利用者の利便性   等 
 
○ 今後の展開と課題 

 ・ ネットワーク型拠点の有効性を踏まえた推進の重要性 
 ・ ネットワーク型拠点に関する制度的な位置付けの明確化の必要性 
 ・ ネットワーク型拠点の構成機関数と中核拠点の役割、外部利用者に開かれた運営の必要性 
 ・ ネットワーク型拠点の評価の在り方、ネットワーク型拠点の認定及び取り消し等に係る検討

の必要性 
 ・ 大学研究所以外の研究機関とのネットワーク形成の重要性 
 ・ 利用者の利便性を踏まえた積極的な情報発信の必要性 
 ・ 第 4 期中期目標・中期計画期間における大学の機能強化への貢献   等 
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○ 大学共同利用機関との連携 

 ・ 「第４期中期目標期間における大学共同利用機関の在り方について（審議のまとめ）」（平成

３０年１２月科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会）において指摘されている

大学共同利用機関と共同利用・共同研究拠点との連携の重要性   等 
 
○ ネットワーク型拠点への支援の検討 

 ・ 既存拠点への基盤的経費の支援の在り方を含め、ネットワーク型拠点の支援方策の充実の必

要性 
 ・ 共同利用・共同研究拠点制度における評価結果の尊重及び全体の拠点数   等 
  
○ ネットワーク型拠点の制度上の位置付けの明確化 

 ・ 「共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点の認定等に関する規程」（平成

２０年７月３１日文部科学省告示第１３３号）等にネットワーク型拠点を位置付けることの必

要性   等 
 


